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癌免疫のしくみ
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生体は異物が入ると免疫反応によって異物を殺すが、本来自己の細
胞から発生した癌細胞に対して生体は、何らの抵抗の手段を持たな
いのだろうか。まず白い純系マウスに発生した白血病細胞を黒い純
系マウスに移植してみる。 1週間後も黒いマウスは移植前と変わり
なく元気である。次に同系の白マウスに移植すると、白いマウスは
抗原が等しいために白血病細胞は拒否されず次々と死んでいく。
　次に癌特異抗原を検出する。その方法として間接蛍光抗体法、免
疫電顕法などがある。癌の異物性は他の方法でも証明される。いわ
ゆるリンパ球混合培養による幼若化現象である。では癌細胞の異物
性を認識した免疫系の細胞はどのような作用を示すのだろうか。ラッ
トの皮下に抗原性の高い同系癌細胞を植えてできた腫瘍を 1週間後
壊死させると、癌に対する免疫が与えられる。このような処置をし
たラットにもう一度同じ癌細胞を移植しても癌の増殖は抑制され、
ラットは治ってしまう。免疫反応の主役であるリンパ球は全身の末
梢リンパ組織に集まり、リンパ管や血管を流れて、癌の存在する局
所に運ばれる。すでに免疫されているリンパ球は、そこで癌細胞を
攻撃する。事実、リンパ球浸潤の多い患者は予後の良好な例が多い
といわれている。
　マクロファージも癌の破壊に大きな役割を演じている。おそらく
生体内ではリンパ球やマクロファージに血清抗体などが加わって複
雑な協同作業を営み、癌細胞の拒絶に働いているのだろう。しかし、
人の場合は実験動物と違って生体の癌に対する抵抗性を増大する方
法は簡単ではない。しかも癌患者の免疫能力はひどく低下し、どう
して免疫抑制が起こるのかまだよく判っていない。人の癌征服の道
はまだ遠いが、最近の癌免疫学の進歩はその将来に明るい光を投げ
かけている。


